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特集

毎月１回、町が発行する「広報猪苗代」
昭和 37 年４月の創刊号から数えて
今月で 600 号を迎えました。
これまでの道のりを振り返るとともに、
広報猪苗代はどうあるべきかを
皆さんと一緒に考えてみたいと思います。

そ
の
他
の
歩
み

●
38
年
12
月
１
日
第
21
号

　

広
報
初
の
特
集　

財
政
白
書

●
39
年
11
月
１
日
別
冊

　

町
村
合
併
10
周
年
記
念
号
を

　

発
行

●
40
年
５
月
１
日
第
41
号

　

Ａ
４
判
４
ペ
ー
ジ
に

　

同
月
、
別
冊
財
政
白
書
特
集

　

号
の
発
行
を
開
始
。
49
年
の  

　

11
月
号
ま
で
毎
年
発
行

●
48
年
１
月
１
日
第
１
４
７
号

　

初
め
て
表
紙
に
カ
ラ
ー
写
真

　

が
登
場

●
49
年
８
月
20
日
別
冊

　

虚
礼
廃
止
特
集
号
を
発
行

●
51
年
11
月
５
日
別
冊

　

冷
害
特
集
号
を
発
行

●
52
年
２
月
15
日
別
冊

　

豪
雪
特
集
号
を
発
行

●
52
年
６
月
20
日

　

広
報
縮
刷
版
を
発
行

●
59
年
４
月
10
日
第
２
８
２
号

　

以
降
毎
号
表
紙
、
裏
表
紙
が

　

カ
ラ
ー
に

●
63
年
８
月
10
日
別
冊

　

磐
梯
山
噴
火
百
周
年
特
集
号

　

を
発
行

●
平
成
３
年
11
月

　

広
報
縮
刷
版
第
２
号
を
発
行

●
19
年
４
月
10
日
第
５
５
８
号

　

表
紙
が
全
面
写
真
に

　

創
刊
か
ら
48
年
と
６
カ
月
、

第
６
０
０
号
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
広
報
猪
苗
代
。
こ
れ
ま
で

の
道
の
り
を
振
り
返
り
ま
す
。

前
身
は
公
民
館
だ
よ
り

　

昭
和
30
年
、
１
町
４
村
が
合

併
し
て
猪
苗
代
町
に
。
４
カ
月

後
、
長
瀬
村
と
合
併
し
て
、
現

在
の
猪
苗
代
町
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
の
数
カ
月
後
、
広
報
猪

苗
代
の
前
身
、
猪
苗
代
町
公
民

館
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
町
長
杯
囲
碁
将
棋
大

会
の
開
催
目
的
を
、
合
併
後
の

旧
町
村
の
ふ
す
ま
を
取
り
払
い
、

町
民
の
融
和
を
図
る
こ
と
と
紹

介
し
て
い
ま
し
た
。
行
政
と
町

民
の
間
に
立
ち
、
そ
の
橋
渡
し

を
す
る
広
報
紙
に
、
ど
こ
か
通

じ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

広
報
い
な
わ
し
ろ
創
刊

　

37
年
４
月
、
役
場
の
機
構
改

革
に
伴
い
、
広
報
い
な
わ
し
ろ

が
誕
生
し
ま
し
た
。
基
本
的
に

は
月
に
１
号
の
ペ
ー
ス
で
発
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
財
政
白
書
特

集
号
な
ど
、
別
冊
号
が
出
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

第
６
０
０
号
で
ぴ
っ
た
り
50
年

と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

町民の皆さんと共に歩んで600号

昭和 37 年 4 月 20 日発行　特集号
Ｂ５判１色刷り　４ページ
役場の機構改革と事務形態の改善をお知らせ
するための特集号として発行された。窓口
事務の一本化、事務改善のための配置変更
や 37 年度予算編成方針などを紹介している。
写真は、役場の窓口と磐梯山の２枚。

創刊号

昭和 52 年６月 10 日発行
Ａ４判 1 色刷り　14 ページ
発行 200 号を記念して、「広報
200 号の歴史」という特集が組
まれた。創刊号からの歴史、県
広報コンクールの入賞、タイト
ルの移り変わり、歴代広報担当
者からのアドバイスや広報紙が
できるまでなどを 4 ページに
わたり紹介している。

「町職員全員が広報マンになっ
てほしい。住民の皆さんの協力
も必要です」と当時の担当者が
語りかけます。いつの時代も、
担当者の思いは同じなのかもし
れません。

200 号

平成６年２月 10 日発行
Ａ４判１色刷り　12 ページ
町内で開催された全日本学生ス
キー選手権大会を２ページの組
写真で紹介。成人式の写真も大
きい。表紙には、翌年開催され
る冬季国体を成功させようとい
うロゴが入っている。

昭和 44 年９月１日発行
Ａ４判１色刷り　４ページ
町民体育館と長瀬小学校の起工式、長瀬連絡所の
落成式、川桁のトマト共選場の完成などを紹介し
ている。また、広報いなわしろ創刊 100 号を 1 ペー
ジで特集。「よく知らせ、よく聴くことで、一層
親しまれ、役立つ広報紙に」と締めくくっている。

100 号

昭和 60 年 10 月 10 日発行
Ａ４判１色刷り　12 ページ
決算のお知らせや町の話題など
を紹介している。東西長寿番付
に掲載されているのは、わずか
75 人だった。表紙はシリーズ
の「猪苗代三十三観音」。掲載
される写真も多くなりました。

平成 14 年６月 10 日発行
Ａ４判１色刷り　20 ページ
市町村合併と下水道整備計画を
それぞれ２ページで紹介。まち
のわだい、笑顔でこんにちは、
保健だよりや町のお知らせなど、
現在の広報まで続いている企画
が見られる。

５
０
０
号

４
０
０
号

３
０
０
号

広
報
の
歩
み

The  History  of  Public  Relations  Magazine  of  InawashiroThe  History  of  Public  Relations  Magazine  of  Inawashiro
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み
た
く
な
る
広
報
紙
だ
と
思
い
ま
す
。

毎
月「
何
だ
ろ
う
」と
読
ん
で
み
た

く
な
る
よ
う
な
特
集
が
あ
り
、
読
み

進
む
に
つ
れ
、「
い
な
わ
し
ろ
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
」
や
「
暮
ら
し
の
情
報

広
場
」
と
い
っ
た
ま
ち
の
お
知
ら
せ

ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
こ
れ

は
、「
広
報
紙
を
読
ん
で
も
ら
い
た

い
」「
情
報
を
届
け
た
い
」
と
、
毎

月
工
夫
し
て
い
る
担
当
者
の
成
果
で

し
ょ
う
。

　

猪
苗
代
の
皆
さ
ん
、「
広
報
猪
苗

代
」
を
隅
か
ら
隅
ま
で
読
み
ま
し
ょ

う
。
き
っ
と
必
要
な
情
報
が
見
つ
か

る
は
ず
で
す
。
も
し
、
必
要
な
情
報

が
な
く
て
も
、
読
み
物
と
し
て
も
十

分
に
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
広
報

猪
苗
代
」
６
０
０
号
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
行
政
広
報

の
主
流
に
な
る
」と
い
う
こ
と
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
が
、
私
は
ま
だ
ま
だ

広
報
紙
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、「
こ
の
情

報
が
ほ
し
い
」と
思
っ
た
と
き
に
ア

ク
セ
ス
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
し
か

し
、
必
要
な
情
報
が
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
け
れ
ば
、
ア
ク
セ
ス
し
ま
せ

ん
。
広
報
紙
は
、
毎
月
配
布
さ
れ
ま

す
。
手
に
取
り
、
な
ん
と
な
く
読
ん

で
い
く
と
、
自
分
に
必
要
な
情
報
を

発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
取
り
に
行
く
メ
デ
ィ

ア
と
す
れ
ば
、
広
報
紙
は
受
け
取
る

メ
デ
ィ
ア
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
広
報
紙
が
配
布

さ
れ
て
も
、
手
に
取
ら
な
け
れ
ば
情

報
は
届
き
ま
せ
ん
。

  

「
広
報
猪
苗
代
」は
、
手
に
取
っ
て

藤本　勝
か つ

也
や

  さん

社団法人　日本広報協会

広
報
猪
苗
代
は
、
手
に
取
っ
て
み
た
く
な
る
広
報
紙

皆さんはどう読む？
広報猪苗代

Interview

Katuya  Fujimoto

●日本広報協会
昭和 38 年に設立された内閣府の所管
団体。会員である地方公共団体や各
種団体の広報担当者向けに、セミナー
の開催やコンサルティング業務、各
種情報提供、コンクールなどを行う。

What Do You Think About
Public Relations Magazine
of  Inawashiro

個人情報など、内容が細かすぎる
ような気がします。高齢者に対す
る情報が少ないので、そういった
ものを載せてほしいです

（三浦美枝子さん・磐根）

毎号読んで活用しています。写真
はわかりやすく、インパクトがあ
り、写真を見るとその行事のイ
メージが鮮明になります。記事の
内容は、細かくなりすぎないよう
に主なことをかいつまんで、もう

いつも読んでいます。いろいろな
情報が載っているので、楽しみに
しています。子育てサークルの情
報とか、子育てに関する情報をい
ろいろと載せてほしいですね

（庄司志
し

帆
ほ

さん、朝
あ さ

陽
ひ

くん・桜ケ丘）

知り合いが出ていることも多いの
で、楽しみに読んでいます。この
町の知らなかった情報を知ること
ができるのもいいですね。町のお
店やおすすめスポットなども紹介
してほしいです

（松浦大介さん・神明町）

最近、表紙、写真やレイアウトが
すごく良くなったと思います。以
前はたまにしか読まなかったけど、
今は毎号読んでいます。この前の
セミの羽化の写真が良かったです

（金作亜紀さん、一
い つ

輝
き

くん・名古
屋町）

お悔やみの欄は毎回読みますが、
そのほかは見出しを見て、興味が
ないと読まないです。個人情報の
問題があるので、仕方がないと思
いますが、子どもの出生の欄がな
くなったのはさみしいです

（山本正子さん・名古屋町）

広報は毎月、一通り読みます。一
生懸命作っているのがわかりま
す。行事の記事などが、ほほえま
しいと思います。難しい町政の記
事はわかりやすく、楽しい記事を
載せてほしいです

（渡辺ノブ子さん・四ツ谷）

広報はあまり詳しく見ていませ
ん。学校の様子とか写真がもっと
増えるといいと思います。記事と
写真がカラーだといいな

（大島詩
し

音
お ん

くん・釜井）

少し大きな字で書くといいのではないでしょうか。読むと心
が温まるような記事（コラム・投稿など）があるといいと思
います（古川朋子さん・翁島駅前）

主役も町民、読者も町民の「広報猪苗代」
町民の皆さんは、広報についてどう思っているの
でしょうか。お話を聞きました。

町の情報源なので一通り読んでいる。
特に「笑顔でこんにちは」や情報の
欄は毎号チェックしている。予算・
決算などは読んでもよくわからない。
県外から移住してきて、町のことが
よくわからないので、おすすめの店
などを紹介するコーナーがあったら
いいと思う。広報がバラバラになっ
てしまうことがあるので、ホチキス
止めされていると良い（30 代・女性）

広報の　　　に聞く達人

いつも楽しみにしている。孫がいる
ので、特に保健だよりはよく読む。
行事予定のチェックにも活用してい
る。子どもの出生の欄がほしい
　　　　　　　　　　（60 代・男性）

面白い月とそうではない月がある。
もっと興味深い、面白いものを期待
します。安く作れる料理のメニュー
などがあればいいかも（50 代・女性）

いろいろな情報が載っていて役に立
つ。興味のあるものは読みますが、
そうじゃないものはざっと目を通す
くらい。こちらに引越してきた人に
は、町の歴史などを紹介するコー
ナーがあるといいです（60 代・女性）

町の情報がわかって良い。特集は読
むが、細かいところはあまり見ない。
年間のまつり・イベントの予定など
が載っていたらいい　（60 代・男性）

読んでいて、よくやっていると思う。
自分も高齢なので、お悔やみの欄を
気にして見ている　　（70 代・女性）

写真が良いので、いつも楽しみにし
ている　　　　　　　（40 代・女性）

ホームページと広報で、町の施策な
どいろいろな情報を得ています
　　　　　　　　　　（60 代・男性）

仕事がなくて困っている人が多いの
で、就職案内の欄を作ってみてはど
うか　　　　　　　　（60 代・男性）

子育て支援全般、育児サークルなど、
子どもを持つ親のための情報を載せ
てほしい　　　　　　（20 代・女性）

新聞やチラシなどで情報は入ってく
るので、あまり読まない
　　　　　　　　　　（60 代・女性）

その他の

意見と提案
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  Profile　1999 年から広報を担当
全国広報コンクール入選 11 回、うち
内閣総理大臣賞２回。
地域住民への愛にあふれる広報紙を
作り続け、全国の広報担当者から目
標とされる広報界のトップランナー。

Eyes
Hideyuki Watanabe

広
報
猪
苗
代
が

　
　
　

で
き
る
ま
で

　

皆
さ
ん
が
今
、
手
に
と
っ
て

読
ん
で
い
る
広
報
猪
苗
代
は
、

こ
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
企
画

　

町
の
施
策
、
お
知
ら
せ
や
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

情
報
な
ど
か
ら
、
今
伝
え
る
べ

き
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
伝
え

る
か
を
考
え
、
企
画
を
立
て
ま

す
。

　
　
　
　
　

②
取
材

　

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
を
得
る

た
め
、
ま
た
、
皆
さ
ん
に
伝
わ

る
写
真
を
撮
影
す
る
た
め
に
取

材
に
出
か
け
ま
す
。

③
編
集

　

文
章
を
考
え
、
写
真
を
選
び
、

紙
面
を
作
り
ま
す
。

　

協
働
す
る　

　

猪
苗
代
町
に
は
、
素
敵
な
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
頑
張
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
広
報
猪
苗
代
は
、
そ
ん
な

も
の
や
人
を
紹
介
し
、
応
援
し
ま
す
。

　

ま
ち
の
新
た
な
魅
力
や
頑
張
っ
て

い
る
人
を
知
り
、
も
っ
と
猪
苗
代
を

好
き
に
な
る
。
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で

い
る
こ
と
を
、
誇
り
に
思
う
。
す
る

と
、
自
分
た
ち
の
住
む
こ
の
ま
ち
を
、

も
っ
と
良
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
や
行

動
は
、
ま
さ
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

そ
の
も
の
な
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
と
行
政
が
情
報

を
共
有
し
、
相
互
理
解
を
深
め
、
そ

れ
を
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
生
か
し
て

い
く
。
そ
れ
が
広
報
紙
の
役
割
で
あ

る
な
ら
ば
、
広
報
を
作
っ
て
い
る
の

は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
で
あ
る
と
も

言
え
ま
す
。

　

広
報
猪
苗
代
は
、
皆
さ
ん
の
た
め

に
あ
り
、
皆
さ
ん
に
必
要
と
さ
れ
る

広
報
紙
で
あ
り
続
け
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、

わ
た
し
た
ち
行
政
の
努
力
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
報
猪
苗
代
を
一
緒

に
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

け
れ
ば
、
読
ん
で
も
ら
え
な
い
こ

と
は
事
実
で
す
。
行
政
か
ら
の
一
方

的
な
情
報
提
供
で
は
な
く
、
住
民
か

ら
行
政
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
含
め
た

「
双
方
向
の
情
報
誌
」で
あ
る
こ
と

が
理
想
で
す
。
多
く
の
町
民
が
登
場

し
、
四
季
折
々
の
ま
ち
の
様
子
が
凝

縮
さ
れ
た「
猪
苗
代
」は
、
理
想
の

広
報
紙
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

た
と
え
ば
制
作
の
す
べ
て
を
業
者

に
委
託
し
た
場
合
、
費
用
は
今
の
数

倍
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
限

ら
れ
た
期
間
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
ア
イ

デ
ア
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
発
揮
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。
地
域
を

愛
し
、
地
域
を
知
り
尽
く
し
た
担
当

者
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た「
猪
苗

代
」。
財
政
が
厳
し
い
時
代
、
ロ
ー

コ
ス
ト
で
制
作
し
て
い
る
点
も
大
い

に
評
価
す
べ
き
で
す
。 

　

皆
さ
ん
は
、
毎
月
家
庭
に
届
け
ら

れ
る「
広
報
猪
苗
代
」を
当
た
り
前

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。
一
般
的
に

広
報
紙
の
配
布
エ
リ
ア
は
発
行
自
治

体
の
エ
リ
ア
。
他
の
自
治
体
と
は
な

か
な
か
比
較
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
猪
苗
代
」
は
、
福
島
県
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
を
制
し
、
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
選
し
た
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
広
報
紙
で
す
。
広
報
紙
を
企

画
・
編
集
す
る
担
当
者
の
愛
と
情
熱
、

不
断
の
努
力
が
成
し
得
た
猪
苗
代
の

自
慢
の
一
つ
で
す
。

　

Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
パ
ソ
コ
ン
や

ケ
ー
タ
イ
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
世
界
中
の
情

報
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
手
に
と
っ

て
も
ら
う
だ
け
の
品
格
や
品
質
と
読

者
が
満
足
で
き
る
内
容
の
両
方
が
な

岩手県藤沢町　広報担当

担
当
者
の
愛
と
情
熱
が
生
み
出
し
た
理
想
の
広
報
紙

畠山　浩
こ う

  さん
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④
入
稿
・
校
正

　

編
集
を
終
え
た
デ
ー
タ
を
、

業
務
内
で
校
正
し
、
印
刷
会
社

に
渡
し
ま
す
。
印
刷
会
社
の
試

し
刷
り
で
、
写
真
の
色
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
修
正
が
な

け
れ
ば
印
刷
へ
。

⑤
印
刷

　

印
刷
会
社
が
印
刷
・
製
本
を

し
ま
す
。

⑥
納
品

　

毎
月
10
日
に
納
品
さ
れ
た
広

報（
土
、
日
、
祝
日
の
場
合
は

後
に
ズ
レ
ま
す
）に
、
職
員
が

チ
ラ
シ
な
ど
を
折
り
込
み
、
地

区
ご
と
に
ま
と
め
ま
す
。

⑦
配
布

　

契
約
し
た
運
送
会
社
が
、
各

区
長
の
も
と
に
届
け
ま
す
。
区

長
や
担
当
者
な
ど
が
各
家
庭
に

配
布
し
ま
す
。
行
政
区
外
の
人

に
は
直
接
発
送
し
ま
す
。

Interview広報の　　　に聞く達人

知
ら
せ
や
お
願
い
を
し
て
も
、
小
難

し
い
表
現
や
お
役
所
言
葉
が
並
ん
で

い
た
ら
、
簡
単
に
読
み
飛
ば
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
読
ん
だ
人
が

「
じ
ゃ
あ
そ
の
制
度
を
利
用
し
て
み

よ
う
」「
わ
た
し
も
○
○
を
し
て
み

よ
う
」
と
思
わ
な
け
れ
ば
、
お
知
ら

せ
し
た
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

情
報
が
届
い
た
か
ど
う
か
は
、
物

理
的
な
も
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の

心
に
届
き
、
少
し
で
も
何
か
を
与
え

た
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

共
有
す
る

　

広
報
が
発
信
し
た
情
報
が
、
正
確

に
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
。
そ
れ
は
皆
さ

ん
と
行
政
が
、
情
報
を
共
有
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
同
じ
情
報
を
持
ち
、

同
じ
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
対

等
の
関
係
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、

最
近
よ
く
耳
に
す
る
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
が
、
こ
の
町

に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
一
人
一
人
で

あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
、
町
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
や
施
策
を
、
皆
さ
ん
に
正
確
に

知
っ
て
も
ら
い
、
次
は
、
行
政
が
皆

さ
ん
の
考
え
や
意
見
を
聞
い
て
共
有

す
る
。
こ
の
相
互
理
解
が
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
と
は

　

48
年
前
、
広
報
い
な
わ
し
ろ
が
発

行
さ
れ
た
目
的
は
、
民
主
化
、
合
理

化
、
そ
し
て
人
間
化
が
求
め
ら
れ
る

行
政
に
お
い
て
、
住
民
に
行
政
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
し
た
。
半

世
紀
が
過
ぎ
た
今
で
も
、
基
本
的
な

こ
と
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
広
報

発
行
の
目
的
は
、
町
の
施
策
や
仕
事

を
わ
か
り
や
す
く
、
正
確
に
町
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
す
。

　

月
に
１
回
、
確
実
に
皆
さ
ん
の
家

庭
に
届
け
ら
れ
る
広
報
紙
は
、
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
い
う
意
味

で
は
、
そ
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る

か
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、
情
報
を

お
知
ら
せ
し
た
だ
け
で
、
広
報
紙
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
「
○
○
制
度
が
で
き
ま
し
た
」「
○

○
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
紙
面
で
お

皆
さ
ん
に

も
っ
と
必
要
と
さ
れ
る

広
報
猪
苗
代
へ

▲ ▲ ▲▲▲▲

皆さんのお手元へ

デザインは変わっても大切なものは変わらない広報紙でありたい


